
生成AIで実現する「成果の出る」
ナレッジ管理の方法とは 

～いままでのナレッジ管理に成果を感じない理由と解決策～



ビジネス環境の課題

ナレッジ管理を行う理由と課題

ナレッジ管理を促進する方法

ナレッジ管理の未来

利用するには

ナレッジ管理ツール『ONES Wiki』

『ONES Wiki』の生成AI機能

費用対効果

最後に



厚生労働省の発表

3

厚生労働省『人口減少下の中で誰もが活躍できる社会に向けて』第三章
https://www.mhlw.go.jp/wp/hakusyo/roudou/16/dl/16-1-3.pdf

64歳以下の労働人口は
2025年（令和7年）と1955年（昭和30年）は同水準

厚生労働省の

発表情報

労働人口減少への
対策

日本の生産性につ
いて

生産性低下の理由

生産性向上の解
決策

各分野の生産性
向上の割合



労働人口減少への対策

4

労働市場の未来推計 2030（パーソル総合研究所） 2019年2月1日発表
https://rc.persol-group.co.jp/thinktank/spe/roudou2030/

厚生労働省の

発表情報

労働人口減少への
対策

日本の生産性につ
いて

生産性低下の理由

生産性向上の解
決策

各分野の生産性
向上の割合



日本の労働生産性の順位推移
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厚生労働省の

発表情報

労働人口減少への
対策

日本の生産性につ
いて

日本は、以前より、先進７カ国のなかでも最下位の生産性であったが、2018年から
一気に多くの国々に抜かれ、30位に急落している。

出典：公益財団法人 日本生産性本部 『労働生産性の国際比較2023』より

生産性低下の理由

生産性向上の解
決策

各分野の生産性
向上の割合
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厚生労働省の

発表情報

労働人口減少への
対策

日本の生産性につ
いて

生産性低下の理由

生産性向上の解
決策

生産性低下の理由

法的な理由

厳しい法規制による生産性の低下

インボイス制度、電子帳簿保存法など組織の生産性向上を促す政策ではなく、厳密な管理に重
点とした政策によって、業務の手間が増大し、生産性が低下している。
セキュリティと利便性のバランスを考慮した政策が必要になる。

DX化の遅れ

部門のサイロ化

旧来の業務
プロセス

IT投資が停滞し、変化していない働き方

2000年以降、OECDの主要国のなかで、IT投資額がマイナスとなっている国は日本のみである。
そのため必要最低限のオフィスツール範囲で可能なメールやファイルサーバーまたはオンラインスト
レージでの情報共有を長期間行ってきたため、働き方が変化していないのが実情です。

部門のサイロ化による全体最適への影響

過度な分業により、部門間の連携がうまく取れず、プロセスがバラバラになって生産性が下がる傾
向があります。さらに、自分の部門だけの目標や業務範囲にとらわれた行動が優先されることで、
組織全体としての最適化ができず、生産性が低下しています。

現状を単純にデジタル化しても効果が低い

紙による伝票とハンコ承認のプロセスを前提にしてプロセスをデジタル化する場合、生産性の向上
を十分に感じない場合があります。現状プロセスを前提にしたデジタル化や生成AI活用では劇的
な生産性向上を行うことができない場合があり、費用対効果が少ないと感じることがあります。

生産性の低下は、ビジネス環境の変化に適用できず、旧来の働き方に固執してしまうことが理由です。

各分野の生産性
向上の割合



7

厚生労働省の

発表情報

労働人口減少への
対策

日本の生産性につ
いて

生産性低下の理由

生産性向上の解
決策

生産性を向上させるための代表的な解決策

生産性を向上させるための代表的な解決策は以下の通りです

1. 業務プロセスの見直し
•現状のプロセスをゼロベースで再検討し、無駄や重複を排除する。
•業務の自動化（RPAやワークフローシステムの導入）を進める。

2. デジタル化の最適化
•書類の電子化やクラウドサービスの活用で、紙やハンコに依存しない業
務環境を整える。
•デジタルツール導入時に、現状プロセスをそのまま移行せず、効率的なフ
ローを設計。

3. 生成AIや先進技術の活用
•生成AIを活用して、ドキュメント作成や問い合わせ対応を効率化する。
•ビッグデータや分析ツールを用いた業務効率の改善。

4. 部門横断的な連携強化
•部門間の情報共有を円滑にするためのシステムを導入。
•組織全体で「全体最適」を目指す文化を構築。

5. 人材育成と働き方改革
•スキルアップのための教育・研修を提供し、社員の能力を高める。
•リモートワークやフレックスタイムなど柔軟な働き方を導入し、業務効率を
向上。

6. 目標設定と評価制度の改善
•明確で実現可能な目標を設定し、進捗を定期的にレビュー。
•成果を評価する仕組みを導入してモチベーションを向上させる。

タスク管理ツール

プロジェクト管理ツール

ナレッジ管理ツール

生成AIツール

デジタル人材の育成

上記による『仕事の見える化』
で明確な目標設定と評価

各分野の生産性
向上の割合
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厚生労働省の

発表情報

労働人口減少への
対策

日本の生産性につ
いて

生産性低下の理由

生産性向上の解
決策

各分野の生産性
向上の割合

各分野の期待される生産性向上

タスク管理ツール
プロジェクト管理ツール

ナレッジ管理ツール

生成AI（人工知能）

納期遵守率 ：50%以上

従業員満足度：80%以上

生産性向上 ：30%以上

業務コスト削減：60%以上

業務コスト削減：35%以上

生産性向上 ：35%以上

従業員満足度：50%以上

McKinsey & Companyの調査
IDC（International Data Corporation）の調査
Forresterの調査
その他、KPMG、GMOリサーチなどの調査レポートによる

生産性向上 ：35%以上



ビジネス環境の課題

ナレッジ管理を行う理由と課題

ナレッジ管理を促進する方法

ナレッジ管理の未来

利用するには

ナレッジ管理ツール『ONES Wiki』

『ONES Wiki』の生成AI機能

費用対効果

最後に



情報管理とナレッジ管理の違い

10

文書情報管理 ナレッジ管理

形式知に変換された
ナレッジ

アウトプットされた成果物

やっているようで
やっていなかったこと

いままで
実践してきたこと

ナレッジ管理の
課題

ナレッジ管理を
放置することの

リスク

情報管理とナレッ
ジ管理の違い

ナレッジ管理の
実践サイクル

ナレッジ管理に

は仕組みが必要



ナレッジ保有者

ナレッジを獲得し登録 ナレッジを探索し獲得

すぐに必要
ではない

ナレッジは、作成しなくても
影響がすぐに発生しないもの

ナレッジは知識ベースであり、必要
なときに必要な情報を獲得できれ
ばよい。あれば助かるが、なくてもす
ぐには困らない

ナレッジを
必要とする人

ナレッジを
提供する人

依頼する

報告・連絡・相談

責任者

担当者 担当者

責任者

報告・連絡・相談

文書は、業務プロセスを円滑に進
めるものであり、伝えたい相手が明
確な情報伝達手段である

文書は、作成しないと
影響がすぐに発生するもの

すぐに必要

自部門 周辺部門

11

情報管理とナレッジ管理の違い
ナレッジ管理の

課題

ナレッジ管理を
放置することの

リスク

情報管理とナレッ
ジ管理の違い

ナレッジ管理の
実践サイクル

すぐに困るものが文書情報管理

未来に困るものがナレッジ管理

ナレッジ管理に

は仕組みが必要



放置することで発生するリスク
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ナレッジ管理を
放置することの

リスク

情報管理とナレッ
ジ管理の違い

ナレッジ管理の
実践サイクル

ナレッジ管理の
課題

ナレッジ管理に

は仕組みが必要

ナレッジが消失

同じ失敗を繰り返す、手探りで進行する

人材不足が加速

サービス品質が低下し売上減少

衰退方向へ



ナレッジ管理には仕組みが必要
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ナレッジ管理を
放置することの

リスク

情報管理とナレッ
ジ管理の違い

ナレッジ管理の
実践サイクル

ナレッジ管理の
課題

ナレッジ管理に

は仕組みが必要

ほとんどはマネジメントの問題

ナレッジが共有されていない＝共有しない人が悪い

個人の責任にしても何も解決しない

マネジメントの問題＝マネージャーや上司が悪い

ナレッジマネジメントシステムを取り入れる



ナレッジ管理の実践サイクル
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ナレッジ管理を
放置することの

リスク

情報管理とナレッ
ジ管理の違い

ナレッジ管理の
実践サイクル

ナレッジ管理の
課題

ナレッジ管理に

は仕組みが必要



ナレッジ管理の実践サイクル
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ナレッジ管理を
放置することの

リスク

情報管理とナレッ
ジ管理の違い

ナレッジ管理の
実践サイクル

ナレッジ管理の
課題

ナレッジ管理に

は仕組みが必要

ナレッジを獲得する

ナレッジを構造化

ナレッジを活用する

ナレッジを評価する

生成AIによってナレッジ情報を生成
する
テンプレートによって粒度や品質を保
つ

獲得したナレッジに属性付与
生成AIによる情報校正・改善
承認ワークフローなどによるチェック

ナレッジ情報の活用状況（分析）
生成AIの回答品質の評価と改善

質問に生成AIが回答する
全文検索による検索結果
生成AIが参照したデータの表示

目的・テーマを設定

目的やテーマを決めること
この部分は人が決めてあげないと
生成AIを使っても成果を出すことが
困難になります。

個人・部門・組織という単位で運
用すると効果的です。



ビジネス環境の課題

ナレッジ管理を行う理由と課題

ナレッジ管理を促進する方法

ナレッジ管理の未来

利用するには

ナレッジ管理ツール『ONES Wiki』

『ONES Wiki』の生成AI機能

費用対効果

最後に



ナレッジ管理のマネジメント

17

ISO30401（ナレッジマネジメントシステム）の概要図

組織の状況
外および内部の状況

利害関係者の期待や要求事項

リーダーシップ

ミッション・ビジョン・方針・活動指針

支援体制

資源（人材、時間、力量、ツールなど）

評価と改善

知識の開発

知識の伝達
と変換

整理・分類

ナレッジ共有

ナレッジ活用

目標 成果
ナレッジ生成

ナレッジ管理の
マネジメント

成果を出すため
のナレッジ管理

の流れ
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ナレッジ管理の
マネジメント

成果を出すため
のナレッジ管理

の流れ

成果を出すためのナレッジ管理の流れ

組織の状況を把握

情報収集

外部の論点

内部の論点

必要なナレッジの獲得 ナレッジの分類 ナレッジの伝達

ビジネス機会マップ
SWOT分析

目的・テー
マ設定

ナレッジの分
類・整理

全文検索

階層表示

生成AI対応

その他
コラボレーショ
ン

ナレッジの
収集

文字起こしツール
テンプレート
文章生成
自動要約
動画・画像判定など

時間確保
ナレッジ管理ツール
インセンティブ（評価）
リーダーシップ及びコミットメント



ビジネス環境の課題

ナレッジ管理を行う理由と課題

ナレッジ管理を促進する方法

ナレッジ管理の未来

利用するには

ナレッジ管理ツール『ONES Wiki』

『ONES Wiki』の生成AI機能

費用対効果

最後に



ナレッジ管理の未来
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デジタル

クローン

alt BRAIN | welcome into the world of BRAINs

人的情報を生成AIが学習することで、その人物のクローンとして活動することができる。
すでに実用段階に入りつつあり、β版ではあるが「メール返信しておいて」「資料を作成して」などの仕事の依頼に
応えて業務を行うレベルに到達している。

知識・ナレッジ、価値観、やり方などを再現し、優秀な人材をAI的リソースとして活用可能となる。

https://altbrain.ai/


ナレッジ管理の未来
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デジタル

クローン

食材（情報・ナレッジ）の獲得

美味しい食材

食材（情報・ナレッジ）を調理

美味しく調理

料理を（情報・ナレッジ）を食べる
AIであればファインチューニング
人であれば蓄積・経験・体験

美味しく食べる

優秀な生成AIとして育つ

AIが育つ



ナレッジ管理の未来

22

デジタル

クローン

食材（情報・ナレッジ）の獲得 食材（情報・ナレッジ）を調理

料理を（情報・ナレッジ）を食べる
AIであればファインチューニング
人であれば蓄積・経験・体験

優秀な生成AIとして育つ

目的
範囲
収集

表出化
属性
量
品質
共有

経験・体験

ファイン
チューニン

グ

頼れる
AI

生成AIを使うなら
良質なナレッジ
（美味しいご飯）
を与えましょう



ビジネス環境の課題

ナレッジ管理を行う理由と課題

ナレッジ管理を促進する方法

ナレッジ管理の未来

利用するには

ナレッジ管理ツール『ONES Wiki』

『ONES Wiki』の生成AI機能

費用対効果

最後に
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ONES Wikiとは

ONES Wikiについて

イノベーションを加速させる先進的なナレッジ＆コラボレーション管理ツール

スペースの階層構造とダッシュボード

テンプレートによる質と量を確保

Microsoft Wordのような操作性

情報を共有する

作図機能による優れた表現

フローチャート /UMLなど

ER図やシステム構成図など

知的創造を促進させる機能

発見・把握する

変化を察知・通知する

登録・変更・削除

品質と粒度を整える

プロセスと統合する

情報のトラッキング

・文書の作成

・表計算の作成

・ファイルのインポート

ONES Wiki（ワンズウィキ）は、通常のナレッジ管理機能に加え、生成AI：Copilotを追加できる。先
進的なナレッジ管理ツールです。
情報、ナレッジ（知識・経験）を蓄積し、すばやい発見・気づきによって組織の生産性を劇的に向上
させることができます。

ナレッジ管理ツール『ONES Wiki」とは



登録・変更・削除

25

ONES Wikiは、Microsoft Wordのように簡単に情報ページを作成できます。
必要な情報を正確に伝える表現力にも優れています。

アノテーション（注釈）機能で共同作業が
できます。

Wordのように簡単に

優れた表現力で伝え
る

同時編集による共同
作業・コラボレー

ション

ONES Wikiとは

ONES Wikiについて

発見・把握する

変化を察知・通知する

登録・変更・削除

品質と粒度を整える

プロセスと統合する

情報のトラッキング

・文書の作成

・表計算の作成

・ファイルのインポート

生成AIによる文書作
成も可能



登録・変更・削除

26

ONES Wikiには、標準機能でMicrosoft Visioのような作図機能、マインドマップ作成機能など、本来であ
れば専用ソフトの購入が必要な機能が標準提供されています。

高額な専用ソフトは不要

マインドマップや作図
で知的創造ナレッジ

※マインドマップはビジネスプラン以上

※Free版から利用可能

ONES Wikiとは

ONES Wikiについて

発見・把握する

変化を察知・通知する

登録・変更・削除

品質と粒度を整える

プロセスと統合する

情報のトラッキング

・文書の作成

・表計算の作成

・ファイルのインポート

Visioのような高度な作図



登録・変更・削除
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ONES Wikiには、Microsoft Excelのような表計算機能が標準提供されています。
関数やグラフ、複数シートの作成、フィルタ機能や入力規則など表計算ソフトとして十分すぎる機能が提
供されています。

ONES Wikiとは

ONES Wikiについて

発見・把握する

変化を察知・通知する

登録・変更・削除

品質と粒度を整える

プロセスと統合する

情報のトラッキング

・文書の作成

・表計算の作成

・ファイルのインポート

Excelのような表計算

多彩な関数が利用可能

フィルタ機能が抽出

グラフ化なども可能

テンプレート化も可能



登録・変更・削除
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ONES Wikiでは、Microsoft Wordファイル、またはConfluenceからのデータインポートが可能です。

ONES Wikiとは

ONES Wikiについて

発見・把握する

変化を察知・通知する

登録・変更・削除

品質と粒度を整える

プロセスと統合する

情報のトラッキング

・文書の作成

・表計算の作成

・ファイルのインポート
ファイル名：【ひな形】機密保持契約書.docx



発見・把握する

29

情報やナレッジを素早く発見するには、情報の構造化と優れた検索機能が必要不可欠です。

スペースの構造化による階層表示 ページの構造化による階層表示

情報の構造化と階層表示

視覚的に整理された情報として視認性に優れ、
必要な情報へ到達することを容易にします。

ONES Wikiとは

ONES Wikiについて

発見・把握する

変化を察知・通知する

登録・変更・削除

品質と粒度を整える

プロセスと統合する

情報のトラッキング

・文書の作成

・表計算の作成

・ファイルのインポート



発見・把握する

30

３つの共通機能の「検索」によって、すばやく情報に到達する

３つの共通機能で生産性を大幅に向上させる

ONES製品の３つの共通機能が生産性を劇的に向上させます。
組織の生産性を向上させるには共通言語、共通機能、共通インターフェース
など複数部門を横断した共通プラットフォームが重要な要素となります。

ONES製品は、組織横断したナレッジ管理を実現するために３つの共通機能を
提供します。

検索結果は視点を変えて表示できる

検索キーワードから
ページ、スペース、添付ファイル（ファイル内部も
含む）を３つの視点で全文検索します。
※すべての検索結果を１つのビューで表示するの
は生産性が上がらない場合があります。

条件による絞り込みも可能です。

全文検索できるだけでなく、検索結果を
わかりやすく表示する工夫がされています。

ONES Wikiとは

ONES Wikiについて

発見・把握する

変化を察知・通知する

登録・変更・削除

品質と粒度を整える

プロセスと統合する

情報のトラッキング

・文書の作成

・表計算の作成

・ファイルのインポート



発見・把握する（生成AI検索）
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ONES Wikiとは

ONES Wikiについて

発見・把握する

変化を察知・通知する

登録・変更・削除

品質と粒度を整える

プロセスと統合する

情報のトラッキング

・文書の作成

・表計算の作成

・ファイルのインポート

生成AI検索とは、生成AI『Copilot』を活用した画期的な
ナレッジ検索機能です。

外部に情報を参照せず、お客様が契約したONES Wiki
内の情報から『Copilot』が回答を返します。

また、回答の情報元となった参考データも表示されるため、
ユーザーが知りたいこと、やりたいことを入力するたけで適切
な情報を確認することが可能です。

お客さまのONES Wiki
内の情報をもとに生成
AIが回答します。

回答の元データを表示しま
す。

回答結果を評価します。

さらに深掘りする質問を提
案します。
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ウォッチしているページに変更があったり、@マークでメンションされた場合、関連メンバーは通知メッセージを受け取
ります。
通知方法を選択した後、ページの編集、コメント、削除、復元時には、ページのフォロワーに通知メッセージが送信され
ます。
@メンバーの場合には、@された人にも通知メッセージが送信されます。

未続件数が表示さ
れる

未続の通知が表示
される

通知方法
• ONES製品へ通知 ※左図参照
• デスクトップ通知
• メールで通知
• Slack / Teamsへ通知

さまざまな通知方法が可能です。

情報の変化に気づくことで最新情報を知ることができます。
情報を届ける・伝えることにも利用できます。

情報・ナレッジへの注釈やコメン
ト、メンションによるコミュニ
ケーション

ウォッチ機能で、自分やチームに
関連した情報の変化を通知で受け
取る

ONES Wikiとは

ONES Wikiについて

発見・把握する

変化を察知・通知する

登録・変更・削除

品質と粒度を整える

プロセスと統合する

情報のトラッキング

・文書の作成

・表計算の作成

・ファイルのインポート



情報の品質と粒度を整える（テンプレート機能）
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人によって、情報の質や量が異なると情報管理としてもナレッジ管理として効果が低くなってしまいます。
ONES Wikiでは、豊富なテンプレート機能によって情報の品質と粒度を整えることができます。

情報の質と量は、情報管理、ナレッジ管理において
活用の可否を左右する重要な要素です。

テンプレート機能は必須機能だと考えてください。

豊富な標準テンプレート提供

独自のテンプレート作成可能
※Wordファイルをインポートも可能

テンプレートの利用範囲も制限

• スペースのテンプレート
• 全体のテンプレート

ONES Wikiとは

ONES Wikiについて

発見・把握する

変化を察知・通知する

登録・変更・削除

品質と粒度を整える

プロセスと統合する

情報のトラッキング

・文書の作成

・表計算の作成

・ファイルのインポート



情報のトラッキング（変更履歴）
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情報管理、ナレッジ管理としてだけでなく、ISO（国際標準化機構）においても、変更履歴管理は必須機能となります。
ONES Wikiは、過去の変更履歴だけでなく、バージョン同士を比較し、追加・変更・削除された部分を明確にします。
マウスオーバーすると誰が追加、変更、削除したのかが表示され、履歴にコメントを残すこともできるため、 ISO（国際
標準化機構）への要求にも対応することができます。

情報・ナレッジの変更履歴管理は、国際的にも必須要件
となっています。

ONES Wikiであれば要件を満たすことができます。

変更履歴を参照・表示・復元

変更履歴を比較、差分表示

変更履歴にコメント付与

ONES Wikiとは

ONES Wikiについて

発見・把握する

変化を察知・通知する

登録・変更・削除

品質と粒度を整える

プロセスと統合する

情報のトラッキング

・文書の作成

・表計算の作成

・ファイルのインポート



プロセスと情報を統合したナレッジ管理

35

情報管理をナレッジ管理に変えるためには、５W1Hの要素を付与することが重要な要素です。
最近のワークスタイルでは、タスク管理、プロジェクト管理などの工程（5W1H）と情報を紐付けすることでナレッジとして
活用しやすくなると言われています。
この情報が、どのような時に使われたのか？それが把握できる、できないでは大きな差になります。

• タスクの中間成果物
• 契約で約束された最終成果物
• 進行中のメモや議事録など

ONES Wikiは、タスク管理、プロジェクト管理『ONES Project』を完全統合
が可能です。業務プロジェクトや営業活動などの業務において

5W1Hで発生した情報を紐付けすることが可能になります。
※この機能にはONES Projectが必要です。

ONES Wikiとは

ONES Wikiについて

発見・把握する

変化を察知・通知する

登録・変更・削除

品質と粒度を整える

プロセスと統合する

情報のトラッキング

・文書の作成

・表計算の作成

・ファイルのインポート



ビジネス環境の課題

ナレッジ管理を行う理由と課題

ナレッジ管理を促進する方法

ナレッジ管理の未来

利用するには

ナレッジ管理ツール『ONES Wiki』

『ONES Wiki』の生成AI機能

費用対効果

最後に
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良質な情報・ナレッ
ジを作成

属性・カテゴリ

情報・ナレッジの発
見

ONES Wiki
Copilot機能

優れた生成AI機能『Copilot』

正しい情報から正しい返答

範囲を絞った生成AIの返答

情報
生成

未経験でも生成AIがサポート

要件定義書
ブログ
プレスリリース
マーケティング計画書
ビジネス戦略立案
など

文章
校正

文章が苦手でも生成AIがサポート

文章の「改善」「校正」
文章の「長くする」「短くする」
文章の翻訳（英語、日本語、中国語）
要約、アウトライン化、続きの文章生成

回答
生成

全体もしくは範囲を絞った回答生成

全体、スペース単位、ページ単位、ファイル
単位という単位で生成AIに質問することが
でき、回答を生成を行います

PDF、動画ファイルに対しても生成AIに質問可能

生成AI

用途に応じた
参照範囲



良質な情報・ナレッジを作成
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生成AIに原案を生成してもらう

生成AIが文書の原案を作成します。

ONES Wiki
Copilot機能

生成AI

良質な情報・ナレッ
ジを作成

属性・カテゴリ

情報・ナレッジの発
見

用途に応じた
参照範囲
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生成AIの文章チェック

生成AIが作成した文書ページを改善、校正などを行います。

ONES Wiki
Copilot機能

生成AI

良質な情報・ナレッ
ジを作成

属性・カテゴリ

情報・ナレッジの発
見

用途に応じた
参照範囲



良質な情報・ナレッジを作成

40

文章の改善と校正

改善 校正

人工知能（AI）は、自然法則に沿って進化・発展し、実用的な問題を解
決するためのものです。この技術は、データを解析しパターンを識別することで、
私たちの生活に革新をもたらし、持続可能なソリューションを提供します。
AIが生み出す解決策は、自然法則と同様に、私たちの日常生活に密接に
関連しており、それぞれの進歩が新たな課題を克服し、さらなるイノベーション
を促進します。自動化と個別化を通じて、AIは私たちの生活を豊かにし、効
率を高める一方で、社会全体に意義ある変化をもたらす力を持っています。

人工知能（AI）は、自然法則に沿って進化・発展し、実用的な問題を
解決するためのものです。この技術は、データを解析しパターンを識別する
ことで、私たちの生活に革新をもたらし、持続可能なソリューションを提供し
ます。AIが生み出す解決策は、自然法則と同様に、私たちの日常生活に
密接に関連しており、それぞれの進歩が新たな課題を克服し、さらなるイノ
ベーションを促進します。自動化と個別化を通じて、AIは私たちの生活を
豊かにし、効率を高める一方で、社会全体に意義ある変化をもたらす力を
持っています。

元の文章

人工知能（AI）は、自然法則に沿って進化・発展し、実用的な問題を解決するためのものです。あああ、この技術は、デー
タを解析しパターンを識別することで、私たちの生活に革新をもたらし、持続可能なソリューションを提供します。AIが生み出す
解決策は、自然法則と同様に、私たちの日常生活に密接に関連しており、それぞれの進歩が新たな課題を克服し、さらなる

イノベーションを促進します。自動化と個別化を通じて、AIは私たちの生活を豊かにし、効率を高める一方で、社会全体に意
義ある変化をもたらす力を持っています。

生成AIの実行結果

ONES Wiki
Copilot機能

生成AI

良質な情報・ナレッ
ジを作成

属性・カテゴリ

情報・ナレッジの発
見

用途に応じた
参照範囲
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文章量の調整

長くする 短くする

人工知能（AI）は、自然法則に沿って進化・発展し、実用的な問題を解決
するためのものです。AI技術は、膨大なデータを解析し、そこからパター
ンを識別する能力を持っています。この解析能力により、AIは私たちの生
活に様々な革新をもたらし、持続可能なソリューションを提供します。
例えば、医療分野では、AIが診断の精度を高めたり、新しい治療法を発
見する手助けをしたりしています。具体的には、画像認識技術を用いて
早期のがんを検出するシステムや、患者の電子カルテを分析して最適な
治療法を提案するシステムなどがあります。また、環境保護の分野では、
気候予測モデルの精度を向上させることで、自然災害の予測や対策を強
化することができます。
AIが生み出す解決策は、自然法則と同様に、私たちの日常生活に密接
に関連しています。例えば、スマートホーム技術は、AIを利用してエネル
ギー効率を最適化し、家電製品の自動化を実現しています。これにより、
電力消費の削減や生活の利便性が向上し、持続可能な生活が実現され
ます。
さらに、AIの進歩は新たな課題を克服し、さらなるイノベーションを促進し
ます。自動運転技術はその一例で、交通事故の減少や交通渋滞の緩和
が期待されています。AIは交通データをリアルタイムで解析し、最適な
ルートを提案することで、ドライバーの負担を軽減し、安全性を高めます。
自動化と個別化を通じて、AIは私たちの生活を豊かにし、効率を高める
一方で、社会全体に意義ある変化をもたらす力を持っています。教育分
野では、AIが個々の学習者に合わせた個別指導を提供することで、学習
効果を向上させることができます。また、ビジネス分野では、AIが市場動
向を予測し、経営戦略の立案を支援することで、企業の競争力を強化し
ます。
このように、AIは私たちの生活のあらゆる面で重要な役割を果たし、持続
可能で効率的な未来を築くための鍵となる技術です。

人工知能（AI）は、データ解析とパターン識別を通じて私たちの生活に
革新をもたらし、持続可能なソリューションを提供します。AIは自動化と
個別化を通じて効率を高め、社会全体に意義ある変化をもたらす力を
持っています。

ONES Wiki
Copilot機能

生成AI

良質な情報・ナレッ
ジを作成

属性・カテゴリ

情報・ナレッジの発
見

用途に応じた
参照範囲
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文章の要約

簡潔に 詳細に

AIは自然法則に沿って進化し、データ解析で革新をもた
らし、持続可能なソリューションを提供。自動化と個別
化で生活を豊かにし、効率を高め、社会全体に意義あ
る変化を促す。

人工知能（AI）は、自然法則に基づいて進化し、実用的な問
題を解決します。データ解析とパターン識別を通じて、生活に
革新をもたらし、持続可能な解決策を提供します。AIの解決
策は日常生活に密接に関連し、進歩ごとに新たな課題を克
服し、イノベーションを促進します。自動化と個別化を通じて
生活を豊かにし、効率を高めると同時に、社会全体に意義あ
る変化をもたらす力を持っています。

翻訳（英語） 翻訳（中国語）
Artificial Intelligence (AI) evolves and develops in 
accordance with natural laws to solve practical 
problems. This technology brings innovation to our lives 
and provides sustainable solutions by analyzing data and 
identifying patterns. The solutions generated by AI, like 
natural laws, are closely related to our daily lives, with 
each advancement overcoming new challenges and 
promoting further innovation. Through automation and 
personalization, AI enriches our lives, enhances 
efficiency, and has the power to bring meaningful 
changes to society as a whole.

人工智能（AI）是沿着自然法则进化和发展的，用于解决实
际问题。通过分析数据和识别模式，这项技术为我们的生活
带来革新并提供可持续的解决方案。AI产生的解决方案与
自然法则一样，与我们的日常生活密切相关，每一个进步都
能够克服新的挑战，促进进一步的创新。通过自动化和个性
化，AI在提高我们的生活质量和效率的同时，也具备对整个
社会带来有意义的改变的力量。

文章の翻訳

ONES Wiki
Copilot機能

生成AI

良質な情報・ナレッ
ジを作成

属性・カテゴリ

情報・ナレッジの発
見

用途に応じた
参照範囲
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文章のつづきを書く

さらに、AI技術の進化により、新たな産業やビジネスモデルの創出が期待されています。例えば、ヘルスケア分野においては、
患者の診断や治療計画の最適化、予防医療の推進など、より質の高い医療サービスの提供が可能となります。教育分野
でも、個々の学習者に合わせたカスタマイズされた教育プログラムの提供が進められており、学習効果の向上が図られていま
す。このように、AIは多岐にわたる分野で革新をもたらし、私たちの生活をより豊かで便利なものにする可能性を秘めていま
す。

文章のアウトライン化

ONES Wiki
Copilot機能

生成AI

良質な情報・ナレッ
ジを作成

属性・カテゴリ

情報・ナレッジの発
見

用途に応じた
参照範囲
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ファイルから情報抽出

ONES Wiki
Copilot機能

生成AI

動画ファイルから「文字起こし」「要約」を生成

ONES Wikiに添付された音声ファイ
ルから文字起こしや要約、動画ファイ
ルについても要約します。

この音声ファイルの内容は、ナレッジ管理ツール「ワンズウィキ」の説明に焦点を当てています。まず、ナレッジ管
理の重要性とその要求事項について説明され、情報管理とナレッジ管理の違いが強調されます。情報管理は
データの収集、整理、検索、提供を含むプロセスであり、形式値と暗黙値の違いが説明されます。暗黙値はナ
レッジ管理において重要な要素であり、これを形式値に変換することが求められます。

次に、ワンズウィキの具体的な機能とその利点について説明されます。ワンズウィキはデジタルトランスフォーメー
ションとイノベーションを加速させるための先進的なナレッジ＆コラボレーション管理ツールであり、タスク管理やプ
ロジェクト管理と融合することで、5W1Hの情報管理を実現します。また、共同編集や作図機能、情報の構
造化など、さまざまな機能が紹介されます。

さらに、ワンズウィキの特徴的な機能として、検索、マイワーク、通知の3つの機能が挙げられ、これらがナレッジ
管理を効率化するための重要な要素であることが説明されます。検索機能では、複数の製品を横断して全文
検索が可能であり、添付ファイルの中身まで検索できます。通知機能では、情報に変化があった際に迅速に気
づくことができ、メールやスラック、Teamsなどで通知が行われます。

最後に、ワンズウィキのテンプレート機能とバージョン管理について説明されます。テンプレート機能は情報の品
質と流度を整えるために重要であり、プロジェクトの進捗レポートやバグの報告書など、さまざまな用途に対応し
ています。バージョン管理機能では、過去のバージョンと現在のバージョンの差分を視覚的に確認でき、誰がい
つ何を変更したかを簡単に追跡できます。これにより、国際的な標準に準拠したナレッジ管理が可能となります。

さらに、ワンズウィキはセキュリティと信頼性を重視しており、ISO認証やCMMIレベル3を取得しています。また、
無料のeラーニングを提供しており、管理者向けの研修も無料で利用可能です。日本市場に対しても特化し
ており、日本語のマニュアルや利用規約を提供しています。システムコンシェルジュとして、継続的な成長と成功
をサポートするための提案も行っています。
ナレッジ管理の重要性と要求事項
00:00:00
ナレッジ管理の要求事項と現状
情報管理とナレッジ管理の違い ワンズウィキの機能と利点
00:02:05
ナレッジ管理の重要性とワンズウィキの役割
情報管理とナレッジ管理の流れ ワンズウィキの特徴的な機能
00:05:45
ワンズウィキの基本機能
作図機能と情報の構造化
検索、マイワーク、通知機能 ワンズウィキの追加機能とライセンス体系
00:12:25
検索機能の詳細
通知機能の詳細
テンプレートとバージョン管理
プロセスと情報統合
ライセンス体系とプラン ワンズウィキのセキュリティとサポート
00:22:50
セキュリティと信頼性の確保
無料のeラーニングと日本市場向けサポート
システムコンシェルジュの役割

良質な情報・ナレッ
ジを作成

属性・カテゴリ

情報・ナレッジの発
見

用途に応じた
参照範囲
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カテゴリのアドバイス

生成AIにページ単位でも質問ができます。
カテゴリに悩んだ時は、生成AIに質問してみてください。

ONES Wiki
Copilot機能

生成AI

良質な情報・ナレッ
ジを作成

属性・カテゴリ

情報・ナレッジの発
見

用途に応じた
参照範囲



生成AI検索

46

生成AIへの質問からの返答

ONES Wiki
Copilot機能

ONES Wiki内の情報・ナレッ
ジから返答を生成

生成元データを表示

深掘りする質問を提案

生成AI

良質な情報・ナレッ
ジを作成

属性・カテゴリ

情報・ナレッジの発
見

用途に応じた
参照範囲



生成AI検索

47

ONES Wiki
Copilot機能

生成AI

良質な情報・ナレッ
ジを作成

属性・カテゴリ

情報・ナレッジの発
見

用途に応じた
参照範囲

登録された全データに対して質問する
マーケティング部門のスペースに対して質問する

特定のページに対して質問する
動画、音声、オフィスソフトのファイルに対して質問する

用途に応じて、生成AIが参照する情報・ナレッジを絞り込むことができます。



ビジネス環境の課題

ナレッジ管理を行う理由と課題

ナレッジ管理を促進する方法

ナレッジ管理の未来

利用するには

ナレッジ管理ツール『ONES Wiki』

『ONES Wiki』の生成AI機能

費用対効果

最後に



ライセンス体系と価格

49

価格体系

無料のEラーニング

日本語サポート

評価のお申し込み

ONES 製品
の利用について ONES製品とは、プロジェクト管理/タスク管理とナレッジ管理が統合されたプラットフォームです。

プロジェクト管理 タスク管理 ナレッジ管理+ +

フリ ー

0

製品（ 機能制限あり ）

Clo ud

プロジェ クト 管理ツールの

導⼊ が初めての⽅ へ

円/⽉

永久無料

スタ ンダード

840
⽉ 額 1 ,200  円/1ユーザー/⽉

円
１ユーザー/⽉

製品（ 機能制限あり ）

プロジェ クト 管理における進捗追跡を効率
化させたい⽅ へ

C lo ud

ビジネス

1,920
円
１ユーザー/⽉

⽉ 額 2 ,880  円/1ユーザー/⽉

製品

ビジネス現場における全般の

プロジェ クト を管理されたい⽅ へ

C lo ud

エンタープライズ

2,880
円
１ユーザー/⽉

⽉ 額 4 ,080 円/1ユーザー/⽉

製品

業務最適化により企業の

競争⼒ を強化されたい⽅ へ

C lo ud O n-Prem ises

※1 価格は税抜です。

※2 ⼀ 部のプロダクト はClo udと O n-Prem isesにより
利⽤ 可能な機能が異なる場合があり ます。

有料プランでは、

アド オンオプショ ンをご提供します
O NES Cop ilo t

年間契約
30％ オフ

年間契約
30％ オフ

年間契約
30％ オフ

オンプレミ ス版
もし く は

SaaS版を選択SaaS版のみSaaS版のみSaaS版のみ

5ユーザーまで無料利⽤
※30ユーザーに変更予定（ 2025年）

5ユーザーまで永続的な無料利用

※30ユーザーに変更予定（2025年）

600円/月額
※アドオンオプションは有料プランのみ追加可能です。



ライセンス体系と価格

50

価格体系

無料のEラーニング

日本語サポート

評価のお申し込み

ONES 製品
の利用について

フリー

0

製品（ 機能制限あり ）

Cloud

プロジェ クト 管理ツールの

導⼊が初めての⽅へ

円/⽉

永久無料

スタンダード

840
⽉額 1,200 円/1ユーザー/⽉

円
１ユーザー/⽉

製品（ 機能制限あり ）

プロジェ クト 管理における進捗追跡を効率
化させたい⽅へ

Cloud

ビジネス

1,920
円
１ユーザー/⽉

⽉額 2,880 円/1ユーザー/⽉

製品

ビジネス現場における全般の

プロジェ クト を管理されたい⽅へ

Cloud

エンタープライズ

2,880
円
１ユーザー/⽉

⽉額 4,080 円/1ユーザー/⽉

製品

業務最適化により企業の

競争⼒を強化されたい⽅へ

Cloud O n-Prem ises

※1 価格は税抜です。

※2 ⼀部のプロダクト はClo udと O n-Prem isesにより
利⽤可能な機能が異なる場合があります。

有料プランでは、
アド オンオプショ ンをご提供します

O NES Cop ilo t

年間契約
30％オフ

年間契約
30％オフ

年間契約
30％オフ

※アドオンオプションは有料プランのみ追加可能です。

600円/月額



無料のEラーニング（チーム全員が利用可能）

51

ONES製品は、無料のEラーニングサービスを提供しています。
このサービスは誰でも利用することができます。ONES製品を利用するチーム組織の全従業員は、いつでも、どこでもONES製品の勉強を
行うことができます。

無料のEラーニング

日本語サポート

https://academy.ones.com/home-ja

価格体系

評価のお申し込み

ONES 製品
の利用について



充実した日本語マニュアル

52

無料のEラーニング

日本語サポート

日本語でわかりやすい充実したマニュアルは、ONES製品の利用を手助けします。

https://ja.docs.ones.com/

価格体系

評価のお申し込み

ONES 製品
の利用について



日本向けのセキュリティと安全性

53

無料のEラーニング

日本語サポート

価格体系

評価のお申し込み

ONES 製品
の利用について

クラウドサービスのセキュリティ評価サービス『Assured』にて高い評価

信頼性と安全性の確保

クラウド ‧
オンプレミ スサービス

AICPA SO C2 Typ e I
System and Organization 

Control (SOC)2 Type I Report

ISO 9001
G lobal Quality Standard Ⅰ

ISO 20000
IT service management 

standard

ISO 27001
Security Management 

Controls

IS027018
Personal Data Protection

クラウド コンピューティ ング
サービス（ ⽇本リージョ ン運⽤）

※上記以外にもCMMI レベル３を取得しています。



評価のお申し込み

54

無料のEラーニング

日本語サポート

価格体系

評価のお申し込み

ONES 製品
の利用について

https://ones.com/ja/

=ここから評価を開始してください



ビジネス環境の課題

ナレッジ管理を行う理由と課題

ナレッジ管理を促進する方法

ナレッジ管理の未来

利用するには

ナレッジ管理ツール『ONES Wiki』

『ONES Wiki』の生成AI機能

費用対効果

最後に



前提条件

56

通常プランを利用した場合の組織の生産性向上率：1年目：平均15% ／ 2年目以降：平均30% と仮定
生成AIプランを利用した場合の組織の生産性向上率：1年目：平均20% ／ 2年目以降：平均35% と仮定
前述（P8）の市場調査会社が発表する生産性向上率は30%以上であるが、導入1年目はツールややり方に対する学習と浸透を重点にするため、初年度は
15%の生産性向上とし、2年目以降から30%と仮定します。

費用対効果

利用人数：30名
利用人数は30名と仮定します。

人件費の試算基準：420万円 / 年間
利用人数は30名とし、日本の正社員平均年収：426万円≒420万円をベースとします。

通常プランの場合

生成AIプランの場合 (千円)

(千円)

前提条件

年間費用（コスト）

費用対効果



年間費用（コスト）

57

前提条件

費用対効果

年間費用（コスト）

ビジネスプラン以上では、工数管理、

自動化など、生産性をさらに向上さ
せるための機能があります。

=推奨プラン

ライセンス費用（年間）の費用
ONES製品のプラン別の年間費用（30名利用の場合）

通常プランの場合（30名利用の場合） 生成AIプランの場合（30名利用の場合） (千円)(千円)

費用対効果



費用対効果
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前提条件

費用対効果

年間費用（コスト）

プラン別の費用対効果

=推奨プラン

費用対効果

通常プランの場合（30名利用の場合） 生成AIプランの場合（30名利用の場合）

各プランご毎の費用対効果を以下に試算しました。

ビジネスプラン以上では、工数管理、

自動化など、生産性をさらに向上さ
せるための機能があります。



ビジネス環境の課題

ナレッジ管理を行う理由と課題

ナレッジ管理を促進する方法

ナレッジ管理の未来

利用するには

ナレッジ管理ツール『ONES Wiki』

『ONES Wiki』の生成AI機能

費用対効果

最後に



仕組みと制度をつくること

60

ナレッジ管理の仕組み

生成AI機能のある
ナレッジ管理ツール

経験豊かな信頼できる
パートナー

ベストプラクティス
（方法論）

ナレッジ管理の制度

人事評価制度 規定・規則・ガイ
ドライン

教育・指導 組織変革

リーダーまたは推進者
の断固たる決意

ミッション・ビジョン・バ
リュー・活動指針など

責任部門や推進部門
• ナレッジマネジメント
• AIマネジメント
• イノベーションマネジメント
• 人事戦略マネジメント

制度や仕組み
が意識を変える

仕組みと制度が
意識を変える

仕組みはガイドラ
インに書いてある

AIに関するガイド
ライン

私たちのサービス

最初にやるべきこ
と

AIと適切な関係
になるために



制度や仕組みのガイドライン

61

組織の状況
外および内部の状況

利害関係者の期待や要求事項

リーダーシップ

ミッション・ビジョン・方針・活動指針

支援体制

資源（人材、時間、力量、ツールなど）

評価と改善

知識の開発

知識の伝達
と変換

整理・分類

ナレッジ共有

ナレッジ活用

目標 成果

ISO30401（ナレッジ・マネジメントシステム）
ナレッジ管理を成功させる要素は、すべて記載されています。

仕組みと制度が
意識を変える

仕組みはガイドラ
インに書いてある

AIに関するガイド
ライン

私たちのサービス

最初にやるべきこ
と

AIと適切な関係
になるために



AI活用の制度と仕組みについて

62

AI利用の国際標準規格：ISO42001（AIマネジメントシステム）

ISO/IEC 42001規格は、テクノロジーが急速に進化しているにもかかわらず、AIを責任
を持って効果的に使用するために必要な包括的なガイダンスを組織に提供しています。人
工知能のさまざまな側面と組織が実行している可能性のあるさまざまなアプリケーションを
カバーするように設計されており、リスク評価からこれらのリスクの効果的な処理まで、AIプ
ロジェクトを管理するための統合アプローチを提供します。

ISO42001の目的

有効性

Apple Cardに発覚した“性差別”問題から、「性別を見な
いアルゴリズム」に潜むリスクが浮き彫りに

アップルが米国でサーヴィスを開始したクレジットカード
「Apple Card」が、性差別問題に直面している。発行時に
付与される利用限度額が、男性より女性のほうが低いと
いうのだ。発行元であるゴールドマン・サックスによると、
性別データはアルゴリズムに入力されていないという。し
かし、実は性別データが不在であることで、そもそもバイア
スの検証が困難になるという問題が潜んでいる。

公平性 透明性

ISO42001（AIマネジメントシステム）

仕組みと制度が
意識を変える

仕組みはガイドラ
インに書いてある

AIに関するガイド
ライン

私たちのサービス

最初にやるべきこ
と

AIと適切な関係
になるために



AI活用の制度と仕組みについて

63

AI利用に関するリスクの分類

仕組みと制度が
意識を変える

仕組みはガイドラ
インに書いてある

AIに関するガイド
ライン

私たちのサービス

最初にやるべきこ
と

AIと適切な関係
になるために

AI利用に関するリスク評価基準

ISO42001が求めるリスクの分類と評価基準は以下となります。



AI活用の制度と仕組みについて

64

ISMS情報資産台帳をもとに生成AIやAPIアクセスなどの取り扱いを定義する

仕組みと制度が
意識を変える

仕組みはガイドラ
インに書いてある

AIに関するガイド
ライン

私たちのサービス

最初にやるべきこ
と

AIと適切な関係
になるために



AIと適切な関係となるために

65

仕組みと制度が
意識を変える

仕組みはガイドラ
インに書いてある

AIに関するガイド
ライン

私たちのサービス

最初にやるべきこ
と

AIと適切な関係
になるために

いきなり結果を求めないこと（育てることが大切）



AIと適切な関係となるために

66

仕組みと制度が
意識を変える

仕組みはガイドラ
インに書いてある

AIに関するガイド
ライン

私たちのサービス

最初にやるべきこ
と

AIと適切な関係
になるために

生成AIとの最適な関係を築くための力量

• クリティカルシンキング

クリティカルシンキング（批判的思考）とは、現状の課題・問題が何か、その事象を「批判的」に
捉えて、本質的な課題は何か、それに対する仮説・回答は何かということを網羅的に、かつ深く考
え抜く思考法のことをいいます。組織でクリティカルシンキングを活用することで、主体的解決者とし
て、計画立案や問題解決、そして意思決定の基盤・技術を築くことができます。また分析、推論、
伝達といったクリティカルシンキング・スキルは円滑なコミュニケーションにおいても重要です。

• プロンプトエンジニアリング

AI（人工知能）から望ましい出力を得るために、指示や命令を設計、最適化するスキルのこと
です。ChatGPTなどの生成AIを使いこなすために注目されるようになりました。生成AIは、命令
（プロンプト）の出し方によって、出力されるコンテンツの質が大きく異なるため、より適切なものを
入力するスキルが求められています。

• ガバナンス・コンプライアンス、ポリシー

AIガバナンスとは、人工知能(AI)の開発と利用を倫理的・法的・社会的基準に沿って監督・管
理することで、AIによる事故やAI活用に伴うリスクへの対策を行う枠組みのことを指します。

https://www.nri.com/jp/knowledge/glossary/lst/alphabet/chatgpt


企業がAIを活用することについて

67

https://www.hakuhodody-holdings.co.jp/ai_policy/

博報堂DYグループがAIポリシーを公開

仕組みと制度が
意識を変える

仕組みはガイドラ
インに書いてある

AIに関するガイド
ライン

私たちのサービス

最初にやるべきこ
と

AIと適切な関係
になるために

ポリシーやガイドラインを作成しておきましょう



最後に

68

株式会社システムコンシェルジュは、ITツールを通じて、組織に仕組み化を実現し、定
着させるプロフェッショナルです。

イノベーション管理 ナレッジ管理 プロジェクト管理

国際標準規格
ISO56002/ISO56001

Global Innovation
Management Institute

国際標準規格
ISO30401/ISO42001

日本文書情報
マネジメント

アジャイル・スクラム
ウォーターフォール

SAFeなど

方
法
論

IT
ツ
ー
ル

アジャイル・スクラム研修
ウォーターフォール研修
ONES Project基礎

イノベーション人材育成研修
デザイン思考研修

イノベーション・ワークショップ
ISO56002概論
IdeaScale基礎

ISO30401概論
ONES Wiki基礎

力
量
・
教
育

支
援 導入支援サポート

運用支援サポート
導入支援サポート
運用支援サポート

導入支援サポート
運用支援サポート

=基礎知識 =提供ITツール =教育サービス =サポートサービス

まずは
私たちに相談ください。

仕組みと制度が
意識を変える

仕組みはガイドラ
インに書いてある

AIに関するガイド
ライン

私たちのサービス

最初にやるべきこ
と

AIと適切な関係
になるために



69

ホームページ：https://systemcon.co.jp/contact/
電話番号 ：03-5577-5735
メール ：eigyo@systemcon.co.jp

ホームページ：https://systemcon.co.jp/contact/

仕組みと制度が
意識を変える

仕組みはガイドラ
インに書いてある

AIに関するガイド
ライン

私たちのサービス

最初にやるべきこ
と

AIと適切な関係
になるために



ご清聴ありがとうございました。

皆さまからのお問い合わせをお待ちしております。

株式会社システムコンシェルジュ
大塚 和彦

https://systemcon.co.jp/contact/systemcon-inquiry/

https://systemcon.co.jp/contact/systemcon-inquiry/
https://systemcon.co.jp/contact/systemcon-inquiry/
https://systemcon.co.jp/contact/systemcon-inquiry/
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